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は本尺度は、自殺の権利 (Rightto suicide) 
(項目 5，16， 29， 32， 34， 36)、自殺の一般性
(Commono∞urren偲)(項目14，15，17，28，31)、
脅しとしての自殺表明 (Suicidalexpression 
as mere threat) (項目12，33)、非正当行為
(Unius岨.edbehavior) (項目 2，3)、予防可能性








































































































































目:1， 4， 8， 11， 12， 27， 33)は「自殺の理解・
予見不可能性J(例:どうして自ら命を絶つこ
とができるのか、私には全く理解できない)と
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表1 自殺に関する態度尺度の因子分析の結果
E 直
1 自殺の正当化 (M=1.9，SD=α58，α=α76) 
20 もし私が重い不治の病に苦しんだならば、白ら命を絶つことを考えるかもし 0.69 0.13 0.12 れない。
05 自殺は、不治の病からのがれる手段として受け入れられるべきだ。 0.63 0.30 0ー.14
32 私は、重い不治の病に苦しむ人たちが、自ら命を絶つことを理解できる。 0.60 0.01 0.09 
31 誰もが、自殺する可能性がある。 0.60 0ー.05 0.27 
34 人には、自ら命を絶つ権利がある。 0.58 0.01 0.19 
16 自殺が唯一の解決策である状況もある。 0.57 0.01 -0.09 
18 自殺で、周囲の人々の気が楽になることがある。 0.55 0.04 0.14 
29 重い不治の病で苦しみ、死にたいと明らかに望んでいる人は、死ぬための手
0.55 0.19 0.18 助けを受けるべきだ。
17 私は、実際にそう患っていなくても、自ら命を絶つと口にするかもしれない。 0.45 0ー.25 0.17 
II:自殺の理解・予見不可能性 (M=2.14，SD=α66， (1=α73) 
27 どうして自ら命を絶つことができるのか、私には全く理解できない。 -0.20 0.68 0.13 
12 自殺するとおどす人が実際にそうすることはめったにない。 -0.03 0.66 0.07 
11 自殺しようと思っているかどうかをきくと、相手に自殺の考えを引き起こし 0ー.03 0.63 0ー.09てしまう危険性がある。
01 人は、自殺を考えている人を、いつでも助けることができる。 0ー.30 0.54 0ー.02
08 自殺する人の多くには、精神の病がある。 0.22 0.50 0ー.20
04 ほとんどの自殺をしようとする試みは、衝動的な行為だ。 0ー.15 0.47 0.37 
33 自殺について語る人は自殺しない。 0ー.08 0.45 0.24 
il:自殺の援助不可能性 (M=1.19， SD=α62， (1=α62) 
26 自殺は、本当は助けを求めている行為だ。* 0.19 0.10 0ー.68
06 その人が自殺すると決めたのなら、他の人はそれを止めることはできない。 0.36 0.06 0.60 
37 自殺は防ぐことができる。* 0.07 0.36 -0.59 
22 自殺は予兆なしに起こる。 0.02 0.34 0.55 







β 下限 上限 Wald P 
自殺の正当化 0.34 0ー.93 0.25 1.26 0.262 
自殺の理解・予見不可能性 -1.04 -1.78 -0.30 7.49 0.006 
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The relationship between willingness to pay for reducing the risk of death 
by suicide and attitudes toward suicide among university students in Japan 
Abstract 
This study examines the relationship between willingness to pay (WTP) for suicide 
countermeasures and attitude toward suicide. For this purpose， a cont也gentvaluation survey was 
conducted among 106 Japanese university students in Tokyo， Japan. The results showed that the 
median WTP for reducing the risk of death by suicide by 20% was JPY 1，000 (value of statisticallife = 
JPY 25 million). An ordered logistic regression analysis revealed that WTP was negatively associated 
with the score of“incomprehensibility and unpredictability of suicide." Other attitudes did not show 
any associations with WTP. This implies that reducing “incomprehensibility and unpredictability of 
suicide" may be effective in increasing the WTP for reducing the risk of death by suicide. 
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